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蛍
光
灯
の
製
造
と
輸
出
入
が
2
0
2
7

年
末
に
禁
止
さ
れ
る
ま
で
、
残
り
あ
と
2

年
余
り
。
政
府
は
、
蛍
光
灯
か
ら
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
（
L
E
D
）
照
明
へ
の
交
換

（
L
E
D
化
）
を
計
画
的
に
進
め
る
よ
う

呼
び
掛
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
と

L
E
D
化
に
関
し
て
は
、
ま
だ
世
の
中
の

ん
び
り
ム
ー
ド
だ
。
一
部
の
人
を
除
い
て
、

政
治
家
も
役
人
も
民
間
人
も
、
多
く
の
人

は
危
機
感
が
な
い
。
だ
が
、
日
本
は
今
、

照
明
の
「
2
0
2
7
年
問
題
」
で
深
刻
な

危
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

L
E
D
化
は
急
務

　

今
そ
こ
に
あ
る
蛍
光
灯
が
点
灯
し
て
い

れ
ば
何
の
問
題
も
な
い
か
ら
、
い
く
ら
事

前
に
「
蛍
光
灯
か
ら
L
E
D
照
明
へ
の
交

換
は
急
務
だ
」
と
言
わ
れ
て
も
、
多
く
の

人
は
「
ま
だ
先
の
話
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

個
人
の
消
費
者
が
停
電
後
に
1
、
2
本

交
換
す
る
程
度
な
ら
、
そ
れ
ほ
ど
心
配
し

な
く
て
い
い
そ
う
だ
。
大
手
照
明
器
具
メ

ー
カ
ー
関
係
者
は
「
蛍
光
灯
の
製
造
禁
止

後
も
、
蛍
光
灯
の
在
庫
は
十
分
残
っ
て
い

る
か
ら
大
丈
夫
」
と
言
う
。
し
か
し
、
既

に
製
造
中
止
と
な
っ
た
蛍
光
灯
の
「
安
定

器
」
の
寿
命
が
来
た
ら
、
蛍
光
灯
は
点
灯

し
な
い
。

　

官
公
庁
、
自
治
体
、
民
間
企
業
な
ど
が

今
後
2
年
間
で
L
E
D
照
明
を
大
量
発
注

す
れ
ば
、
ど
う
な
る
か
。「
急
激
な
需
要

増
に
は
供
給
も
耐
え
ら
れ
な
い
」（
経
済

産
業
省
情
報
産
業
課
）。
品
不
足
、
人
手

不
足
、
資
金
不
足
な
ど
に
よ
り
、
L
E
D

照
明
器
具
・
ラ
ン
プ
へ
の
交
換
が
遅
れ
、

価
格
上
昇
を
招
け
ば
、
企
業
も
一
般
消
費

者
も
高
い
買
い
物
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
L
E
D
照
明
の
国
内
供
給
量
に

つ
い
て
、
詳
細
に
見
て
み
よ
う
。

　

わ
が
国
の
L
E
D
照
明
器
具
や
L
E
D

ラ
ン
プ
（
電
球
、
管
球
）
の
年
間
出
荷
量

は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。
日
本
照
明
工

業
会
が
作
成
し
た
24
年
度
の
「
照
明
器
具

自
主
統
計
月
次
集
計
表
」
に
は
国
内
照
明

器
具
の
輸
出
を
含
む
月
別
の
出
荷
デ
ー
タ

が
あ
る
。
照
明
工
業
会
の
会
員
企
業
の
毎

月
の
出
荷
実
績
と
出
荷
金
額
を
集
計
し
た

も
の
だ
。
照
明
器
具
メ
ー
カ
ー
の
95
％
以

上
が
照
明
工
業
会
の
会
員
企
業
で
、
そ
の

集
計
デ
ー
タ
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
L
E
D
照
明
器
具
の

出
荷
台
数
は
、
①
主
に
家
屋
向
け
と
な
る

「
住
宅
用
」
が
年
間
3
0
8
5
万
台
②
オ

フ
ィ
ス
、
学
校
、
商
業
施
設
な
ど
が
使
用

す
る
「
非
住
宅
（
屋
内
用
）」
も
年
間

3
0
8
5
万
台
③
道
路
の
街
灯
、
ト
ン
ネ

ル
内
の
照
明
、
野
球
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
な

ど
の
照
明
、
公
園
、
ビ
ル
の
看
板
の
照
明

な
ど
「
非
住
宅
（
屋
外
用
）」
が
年
間

1
9
3
万
台
─
で
、
L
E
D
照
明
器
具
の

合
計
数
は
年
間
6
3
6
4
万
台
だ
っ
た

（
千
単
位
切
り
捨
て
、
合
計
数
は
異
な
る
）。

あ
く
ま
で
「
照
明
器
具
」
の
出
荷
量
で
あ

り
、
こ
の
中
に
単
体
の
L
E
D
ラ
ン
プ
は

含
ま
れ
な
い
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
24
年
度
の
「
光
源
類

自
主
統
計
月
次
推
移
表
」
と
い
う
照
明
工

業
会
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。
L
E
D
ラ
ン
プ

や
白
熱
電
球
な
ど
の
出
荷
量
が
月
ご
と
に

集
計
さ
れ
て
い
る
。

　

L
E
D
ラ
ン
プ
に
は
、「
電
球
形
」「
直

管
」「
環
形
」「
コ
ン
パ
ク
ト
形
」
と
い
っ

た
種
類
が
あ
る
。
こ
の
中
で
最
も
多
い
の

が
電
球
形
で
、
24
年
度
は
年
間
約

2
0
0
0
万
本
を
出
荷
。
直
管
（
型
）
が

年
間
約
6
5
0
万
本
。
L
E
D
ラ
ン
プ
の

合
計
は
約
2
7
0
0
万
本
だ
っ
た
。

　

24
年
度
の
L
E
D
照
明
の
年
間
出
荷
量

は
「
照
明
器
具
」
と
「
L
E
D
ラ
ン
プ
」

が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
集
計
さ
れ
、
そ
の
合
計

数
が
約
9
1
0
0
万
と
な
る
。

　

ち
な
み
に
蛍
光
灯
か
ら
L
E
D
照
明
に

交
換
す
る
場
合
、「
管
球
交
換
」
と
「
器

具
交
換
」
が
あ
る
。
管
球
交
換
は
世
界
標

準
の
方
法
で
、ラ
ン
プ
の
み
の
交
換
。「
器

具
一
体
型
」
の
器
具
交
換
に
比
べ
、
費
用

は
安
く
、
工
期
も
短
い
。
器
具
一
体
型
は
、

日
本
の
照
明
メ
ー
カ
ー
独
自
の
仕
様
で
、

器
具
と
ラ
ン
プ
を
一
緒
に
丸
ご
と
交
換
す

る
。
見
栄
え
は
い
い
が
、
管
球
交
換
よ
り

コ
ス
ト
は
高
く
、
工
期
は
長
い
。
あ
る
大

手
メ
ー
カ
ー
は
、
器
具
一
体
型
を
推
奨
し
、

「
器
具
も
老
朽
化
し
、
耐
用
年
数
が
あ
る
。

ラ
ン
プ
と
器
具
の
同
時
交
換
が
望
ま
し

い
」
と
説
明
す
る
。
た
だ
、
こ
の
蛍
光
管

部
分
に
当
た
る
ラ
イ
ト
バ
ー
の
国
内
規
格

は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
メ
ー
カ
ー
各
社

で
サ
イ
ズ
も
取
り
付
け
方
法
な
ど
も
異
な

深
刻
な
危
機
と
認
識
せ
ず
─「
L
E
D
化
」問
題

村
田
純
一

時
事
通
信
解
説
委
員

時
事
総
合
研
究
所
研
究
員

蛍
光
灯
27
年
末
に
製
造
禁
止（
中
）
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る
。

　

現
在
は
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
の
影
響
も
あ
っ

て
、
既
に
L
E
D
照
明
の
品
不
足
が
始
ま

っ
て
い
る
。
業
界
関
係
者
に
よ
る
と
、
器

具
一
体
型
の
品
不
足
か
ら
先
に
始
ま
り
、

そ
の
後
、
直
管
型
L
E
D
ラ
ン
プ
の
供
給

も
滞
っ
て
き
た
と
い
う
。
電
材
問
屋
、
電

気
工
事
会
社
が
今
後
の
大
量
受
注
に
備
え

「
買
い
だ
め
、
買
い
占
め
に
走
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」（
大
手
メ
ー
カ
ー
広
報

担
当
者
）
と
の
見
方
も
あ
る
。

　

今
後
、
L
E
D
照
明
の
大
幅
な
需
要
増

が
予
想
さ
れ
る
中
、
国
内
に
あ
る
残
り
約

7
億
台
と
み
ら
れ
る
蛍
光
灯
を
安
定
器
の

寿
命
が
来
る
前
に
す
べ
て
L
E
D
に
交
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
国
の
自
治
体
、

民
間
企
業
な
ど
が
新
た
な
照
明
を
い
か
に

確
保
す
る
か
。
国
内
メ
ー
カ
ー
の
生
産
量

で
は
、
大
幅
な
需
要
増
に
は
供
給
が
追
い

付
か
な
い
。
L
E
D
照
明
に
交
換
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
品
不
足
、
電
気
工
事
士
の

人
手
不
足
で
交
換
が
何
カ
月
も
先
に
な
り
、

1
年
待
ち
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
発
注

し
て
も
順
番
待
ち
と
な
る
の
だ
。

蛍
光
灯
の
製
造
禁
止
、な
ぜ
4
割
し
か
知
ら
な
い
か

　

さ
て
、
本
題
は
こ
こ
か
ら
。
L
E
D
化

問
題
に
詳
し
い
株
式
会
社
「
あ
か
り
み
ら

い
」（
本
社
札
幌
市
）
の
代
表
取
締
役
・

越
智
文
雄
氏
の
話
を
も
と
に
L
E
D
化
を

巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
深
掘
り
し
よ
う
。

越
智
氏
は
北
海
道
電
力
出
身
。
い
ち
早
く

「
照
明
の
2
0
2
7
年
問
題
は
経
済
安
保

の
重
要
問
題
」
な
ど
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

政
府
に
「
照
明
危
機
」
へ
の
対
策
を
取
る

よ
う
主
張
し
て
き
た
。

　

先
に
「
日
本
照
明
工
業
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
蛍
光
灯
の
製
造
禁
止
の
認
知
度
は

40
・
8
％
（
25
年
8
月
調
査
）」
と
紹
介

し
た
。
蛍
光
灯
が
27
年
末
に
製
造
禁
止
に

な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
聞
い

た
と
こ
ろ
、
10
人
に
6
人
は
知
ら
な
か
っ

た
。
1
万
人
対
象
の
調
査
だ
と
い
う
。

　
「
ま
だ
多
く
の
人
に
周
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
知
っ
て
い
る
人
が
7
割

ぐ
ら
い
に
な
ら
な
い
と
、
一
般
の
人
に
広

く
知
れ
渡
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
テ

レ
ビ
広
告
も
出
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
も

う
一
度
や
ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
」
と

照
明
工
業
会
の
関
係
者
は
語
る
。

　

最
近
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
も
あ
り
、

徐
々
に
認
知
度
は
高
ま
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
政
府
は
、
27
年
末
に

蛍
光
灯
製
造
禁
止
と
い
う
重
大
な
決
定
を
、

国
民
に
早
く
知
ら
せ
よ
う
と
い
う
マ
イ
ン

ド
に
欠
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

23
年
11
月
の
国
際
会
議
で
、
27
年
末
の

蛍
光
灯
の
製
造
禁
止
が
決
ま
っ
た
あ
と
、

24
年
2
月
に
経
産
省
と
環
境
省
が
事
務
連

絡
で
各
府
省
庁
や
都
道
府
県
、
指
定
都
市

に
事
務
連
絡
で
こ
の
決
定
を
通
知
し
、
そ

の
関
連
政
令
の
閣
議
決
定
は
同
年
12
月
だ

っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
10
カ
月
間
、
何
を
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
最
初
に
環
境
省
な
ど
に

取
材
し
た
時
、「
い
ろ
い
ろ
調
整
に
時
間

が
か
か
っ
た
」
な
ど
と
担
当
課
の
人
は
言

い
訳
し
て
い
た
が
、
国
民
へ
の
情
報
提
供

と
い
う
意
味
で
は
あ
ま
り
に
も
遅
い
。

　

事
務
連
絡
で
は
、
計
画
的
な
L
E
D
化

を
進
め
る
よ
う
求
め
、
関
係
府
省
庁
、
都

道
府
県
な
ど
に
所
管
団
体
、
管
内
自
治
体
、

関
係
機
関
な
ど
へ
の
「
周
知
」
を
呼
び
掛

け
る
の
み
。
蛍
光
灯
製
造
禁
止
に
関
す
る

政
令
の
閣
議
決
定
で
も
、
経
産
省
、
環
境

省
の
閣
僚
が
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
し
れ

っ
と
発
表
し
て
い
た
が
、
当
時
の
記
者
会

見
の
や
り
と
り
を
調
べ
る
と
、
こ
れ
に
関

し
何
の
質
問
も
出
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ

で
は
国
民
に
知
れ
渡
る
わ
け
が
な
い
。

　

生
活
用
品
大
手「
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
」

の
テ
レ
ビ
広
告
で
「
最
後
の
1
本
編
」
と

い
う
の
が
あ
っ
た
。
24
年
6
月
上
中
旬
に

放
送
さ
れ
た
。
次
の
よ
う
な
内
容
だ
。

　

27
年
末
の
蛍
光
灯
の
製
造
禁
止
を
受
け
、

室
内
に
最
後
の
1
本
と
な
っ
た
蛍
光
管
が

あ
り
、「
社
長
、こ
れ
が
最
後
の
1
本
で
す
」

「
ス
ト
ッ
ク
は
」「
な
い
で
す
」「
も
う
製

造
禁
止
で
す
」
な
ど
と
社
長
と
社
員
の
や

り
と
り
が
続
き
、
蛍
光
管
が
消
え
て
社
長

が
涙
を
流
す
…
と
い
っ
た
内
容
で
、
こ
れ

は
一
部
で
反
響
を
呼
ん
だ
。

　

だ
が
、越
智
氏
は
「
政
府
よ
り
先
に
『
あ

か
り
み
ら
い
』
の
意
見
広
告
や
ア
イ
リ
ス

オ
ー
ヤ
マ
の
テ
レ
ビ
広
告
で
こ
の
深
刻
な

事
態
が
知
ら
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
問
題
。

政
府
の
対
策
は
見
え
ず
、
自
治
体
や
民
間

へ
の
周
知
は
全
く
不
十
分
だ
。
7
億
の
蛍

光
灯
を
L
E
D
に
交
換
す
る
こ
と
が
い
か

に
大
変
か
。
政
府
が
重
大
な
危
機
だ
と
認

識
し
て
い
な
い
」
と
語
る
。

　

越
智
氏
は
さ
ら
に
重
大
な
問
題
点
を
指

摘
し
、
そ
の
上
で
政
府
が
何
を
な
す
べ
き

か
を
提
言
し
た
。（
続
）

「あかりみらい」代表取締役の越智文雄氏（本人提供）


